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家族でおいしく楽しもう
冬のあったかミルク鍋

（紹介は２ページです）

《訓子府地区》

さむさむまつり“ＪＡ青年部  滑り台会場”の様子
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冬
の
あ
っ
た
か
ミ
ル
ク
鍋

おけと子ども冬まつり
                                開催！
　置戸町では２月４日、置戸町のフ

ァミリースポーツセンター横特設会

場でおけと子ども冬まつりが開催さ

れました。

　当日は氷点下11度と冷え込む気温

の中でしたが、町内の子どもたちは暖かな防寒着に身を

包み、元気いっぱい動き回りました。

　中でも、雪の大斜面からソリで滑り降り、円の中で止

まれば得点を獲得できる人間カーリングは大盛り上がり。

途中で横に逸れて転んでしまったり、円を飛び越えてし

まったり…。応援する子どもの歓声を受けながら、ソリ

滑りを楽しんでいる様子でした！

▲オープニングイベントで行われたお菓子まきの様子

▲参加部員の一斉すべり台

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
は
２
月
４

日
、
訓
子
府
町
公
民
館
前
で
開
催
さ
れ
た｢

第

45
回
さ
む
さ
む
ま
つ
り｣

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
当
Ｊ
Ａ
の
加
工
品｢

玉
ね
ぎ
と
牛

す
じ
の
カ
レ
ー｣

と｢

く
ん
ね
っ
ぷ
米
太
郎｣

を

使
っ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
一
杯
５
０
０
円
で
販

売
し
、
Ｊ
Ａ
を
Ｐ
Ｒ
。
隣
で
は
酪
農
青
年
部
が

牛
乳
の
無
料
配
布
を
実
施
し
、
牛
乳
の
消
費
を

訴
え
ま
し
た
。
カ
レ
ー
は
２
５
０
食
以
上
を
用

意
し
ま
し
た
が
、
順
調
に
売
れ
て
完
売
。
牛
乳

も
用
意
し
て
い
た
１
５
０
本
が
す
ぐ
に
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
ー
ス
に
は
グ
リ
ー
ン
ズ

北
見
の｢

き
ー
た
ん｣

が
登
場
し
、
北
見
玉
ね
ぎ

を
Ｐ
Ｒ
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
可
愛
い
着
ぐ

る
み
に
大
興
奮
で
し
た
。

　

さ
ら
に
青
年
部
は
連
夜
に
わ
た
っ
て
製
作
し

た
氷
の
す
べ
り
台
を

開
放
。
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
並
び
、

大
喜
び
で
勢
い
よ
く

滑
っ
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
は
参
加
し
た

部
員
で
す
べ
り
台
を

一
斉
に
滑
り
、
祭
り

を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。

▲カレー販売の様子

第45回さむさむまつり大盛況
～青年部も祭りの盛り上げに一役～
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〜
令
和
５
年
の
作
柄
を
報
告
〜

地
場
産
も
ち
米
で
鏡
餅
１
市
２
町
へ
贈
呈

　

同
振
興
会
の
畑
中
利
男
会
長
は
「
今

年
は
７
月
か
ら
の
高
温
多
照
の
影
響
に

よ
っ
て
生
育
が
一
気
に
進
ん
で
心
配
さ

れ
た
が
、
収
量
は
平
年
並
み
、
品
質
も

良
か
っ
た
。
鏡
餅
と
し
て
今
年
も
届
け

る
こ
と
が
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
大
坪
広
則
組
合
長
は
「
今

年
も
各
作
物
が
異
常
気
象
の
影
響
を
受

け
た
が
、
な
ん
と
か
１
年
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
生
産
者
の
努
力
と

関
係
機
関
の
お
か
げ
」
と
感
謝
を
伝
え

ま
し
た
。
贈
呈
後
、
鏡
餅
は
各
行
政
の

玄
関
口
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
き
た
み
ら
い
も
ち
米
振
興

会
は
12
月
26
日
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
北
見

市
、
訓
子
府
町
、
置
戸
町
の
１
市
２
町

を
訪
れ
、
例
年
実
施
し
て
い
る
地
場
産

も
ち
米
で
作
っ
た
鏡
餅
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

鏡
餅
は
当
Ｊ
Ａ
で
生
産
さ
れ
た
令
和

５
年
産
の
「
き
た
ゆ
き
も
ち
」
を
使
用

し
、
二
段
重
ね
で
重
量
約
６
㎏
に
な
り

ま
す
。
当
日
訪
れ
た
当
Ｊ
Ａ
役
員
と
同

振
興
会
に
よ
り
、
各
行
政
の
首
長
へ
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

▲贈呈の様子（前列左から畑中会長、伊田彰
　訓子府町長、大坪組合長）訓子府町にて

▲歓談の様子（置戸町にて）

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
は
１

月
16
日
、
異
業
種
交
流
事
業
と
し
て
、

地
域
の
玉
ね
ぎ
を
は
じ
め
と
し
た
農
産

物
の
加
工
、
販
売
を
行
う
株
式
会
社
グ

リ
ー
ン
ズ
北
見
を
訪
れ
、
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

役
員
８
人
が
参
加
し
、
は
じ
め
に
会

社
概
要
や
商
品
の
説
明
を
受
け
た
後
、

工
場
内
に
て
む
き
玉
や
オ
ニ
オ
ン
ソ
テ

ー
の
製
造
、
立
体
倉
庫
な
ど
を
見
学
。

そ
の
後
、
「
北
見
玉
ね
ぎ
の
認
知
度
ア

ッ
プ
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
昆
野
部
長
は｢

今
後
の
青

年
部
活
動
に
も
繋
が
る
貴
重
な
意
見
交

換
の
場
と
な

っ
た
。
北
見

玉
ね
ぎ
の
認

知
度
ア
ッ
プ

と
い
う
共
通

の
目
標
に
向

か
っ
て
、
協

力
し
て
取
り

組
ん
で
い
き

た
い｣

と
話

し
ま
し
た
。

▲意見交換の様子

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
〜

北
見
玉
ね
ぎ
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に
向
け

        

グ
リ
ー
ン
ズ
北
見
と
意
見
交
換

▲立体倉庫を見学

圃
場
の
生
育
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
ス
ペ
ー
ス
ア
グ
リ
株

式
会
社
な
ど
３
社
の
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー

タ
か
ら
衛
星
デ
ー
タ
を
選
択
し
て
基
肥

や
追
肥
の
施
肥
量
を
決
定
し
、
生
育
の

均
一
化
に
よ
る
玉
揃
い
や
規
格
率
の
向

上
、
効
率
的
な
肥
料
散
布
に
よ
る
効
果

の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
来
年
度
は
ブ

ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
ー
の
性
能
に
応
じ
た

衛
星
リ
モ
セ
ン
の
選
択
や
生
産
者
の
経

験
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

規
格
の
均
一
化
を
目
指
し
、
試
験
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

き
た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協

議
会
は
１
月
29
日
、
当
Ｊ
Ａ
セ
ン
タ
ー

事
務
所
で
可
変
施
肥
実
証
試
験
の
報
告

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
昨
今
の
肥
料
価
格
情
勢

の
影
響
や
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
化
学
肥
料
使
用
量
30
％
低
減
な
ど

を
背
景
に
、
可
変
施
肥
技
術
の
普
及
や

新
た
な
技
術
、
知
見
探
求
を
目
的
と
し

た
実
証
試
験
を
ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証

農
場
と
共
同
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
当
Ｊ
Ａ
企
画
振
興
グ
ル
ー
プ

の
鈴
木
主
査
が
試
験
の
概
要
や
結
果
を

ま
と
め
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
の
藤
本
普
及
員
が
気
象
経
過
や
試
験

▲質疑応答に回答する生産者

▲報告会の様子

〜
農
作
物
の
流
通
な
ど
学
ぶ
〜

Ｊ
Ａ
女
性
部
で
役
員
研
修
を
実
施

ホ
ク
レ
ン
業
務
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、

札
幌
市
中
央
卸
売
市
場
で
農
作
物
の
流

通
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

役
員
研
修
に
参
加
し
、
当
Ｊ
Ａ
女
性

部
の
宮
下
部
長
は
「
女
性
部
と
し
て
札

幌
を
訪
れ
、
様
々
な
視
察
を
す
る
こ
と

で
良
い
刺
激
と
な
っ
た
。
今
後
の
女
性

部
活
動
の
参
考
に
し
、
よ
り
活
発
な
組

織
活
動
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
」
と
感

想
を
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
１
月
29
日
か
ら
30

日
の
２
日
間
、
役
員
研
修
と
し
て
北
海

道
大
学
で
「
き
た
ひ
と
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
４
」
に
Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員

ら
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
「
知
る
か
ら
始
ま
る
～
つ
な
が

り
～
環
境
・
農
業
・
経
済
」
と
い
う
テ

ー
マ
の
も
と
、
近
年
の
異
常
気
象
や
世

界
情
勢
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

様
々
な
つ
な
が
り
を
知
っ
て
次
の
展
開

を
考
え
よ
う
と
行
わ
れ
、
北
海
道
大
学

准
教
授
の
青
木
繁
氏
に
よ
る
講
演
や
座

談
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
視
察
と
し
て
ホ
ク
レ
ン
ビ
ル

を
訪
れ
、
ホ
ク
レ
ン
種
苗
園
芸
部
よ
り

▲きたひとネットフォーラム会場前で記念撮影

▲市場見学の様子

〜
き
た
み
ら
い
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
協
議
会
〜

可
変
施
肥
実
証
試
験
報
告
会
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今回は青年部西支部の茂住竜太さんに登場いただきました。

　１月20日、21日に名古屋で行われた卓球の全
国大会「第53回後藤杯卓球選手権大会」に姉弟
が揃って出場しました。この大会は、都道府県
ごとの大会でランキング上位に入賞した選手が
出場できるもので、２人は昨年９月に行われた
「北海道卓球選手権大会」でそれぞれシングル
６位の成績を残し出場がかないました。
　沙倖さんは「たくさんの人が支えてくれたお
かげで全国大会に出場が決まり、うれしかった
です。試合中はすごく緊張してしまい悔しい場
面もありましたが、次を目指したいです」と振
り返りました。２人は所属している「瑞穂卓球
少年団」で週６日、地域の卓球経験者やクラブ
のＯＢから指導を受けています。大誠さんは
「今回決勝戦まで進めたのは日ごろの成果が発
揮できたからだと思います。もっと勝っていけ
るようにこれからも頑張りたいです」と話しま
した。

▲全国大会会場、看板前での記念写真
　（写真左から大誠さん、沙倖さん）

　留辺蘂地区・花園

田宮　沙倖さん（14歳）

　　　大誠さん（11歳）

 さ ゆき

たいせい

vol.32

　やり方によっては、肥料や農薬などの投入材を節減しつつ、慣行農法と同程度の収量を上げる

ことができるリジェネレイティブ農業。誰もがこうした農業に取り組めばよいのに、と思うが前

回もお伝えしたように、こうしたやり方をしている農家は少数派である。広まらない要因の一つ

は外的要因である。アメリカ農業において、農地の確保は経営を左右する重要な課題だ。そうし

た中で、地主の意向というものが強く影響する。自分の農地をリースするとして、その際に、ど

のような農業のやり方をするのか、ということを地主は借主への条件とする。その際に、リジェ

ネレイティブ農業のやり方に理解を示してくれる地主かどうかが影響する。

　Ａ農場の経営面積は400haだが、その多くが借地である。借地の６割程度は友人や親戚などで

数世代にわたって借地契約を続けている土地であるが、それ以外については短期の借地契約とな

っている。３～５年で契約が変わるようなことも多く、経営面積は年ごとに100haくらいは増減

するという。実際に来年は80ha程度面積が減る。

　賃貸の期間や所有者の意向によって、カバークロップを作付けできるかどうかは変わってくる。

地権者ごとに、「慣行農法でやってほしい」とか「なんでもいいよ」などの意向がある。今の地

権者のうち、リジェネレイティブ農業に理解を示して積極的にＡ農場に土地を貸してくれている

のは３人で、面積は合計で80ha程度である。

　つまり、「農業とはこういうものだ」という今の農業の「常識」が、新しいことをやろうとす

る取り組みに対して、外的な制約要因となっていることを意味している。

　そのような中でリジェネレイティブに取り組むためには、妥協点を見出しながら、少しずつ周

りの理解も得るという工夫が必要だ。こんな話を聞いた。以前、カバークロップを植えていたフ

ィールドをみて、何をやっているのか知らない近所の人が地権者のところに行って「畑を雑草ま

みれにしている」と報告した。それによって、実際にいくつかの借地契約を失ったことがある。

そこで、カバークロップにひまわりを入れた。すると見た目が綺麗なので苦情は無くなったとい

う。「ひまわりは雑草ではない」「きっと何かしているんだろう」と周りの人が思うようになっ

た。それ以来、所有地でないところにカバークロップを植える場合には必ずひまわりを入れるよ

うにしているという。

　Ａ農場の知り合いの農家では、カバークロップにひまわりをたくさん植えている人がいて、写

真を撮る人が多くて交通に支障が出ていた。そこで、その人はプロの写真家にその畑での写真の

撮影権を販売して、そこで撮影をしてもらう、ということでお金を取っている人もいる。「これ

がカバークロップでお金を儲けるもう一

つの方法だ」と冗談交じりに話してくれ

た。

　周りと違うことをやることに伴う困難

は、きっと話してくれた以上だろう。だ

が、その苦労さえも楽しみながら乗り越

えている。こうした「農業をやることの

楽しさ」というのが、リジェネレイティ

ブ農業に取り組む際の重要なキーワード

のような気がした。もうひとつ、経営内

の要因については次回紹介しよう。

リジェネレイティブ農業について感じたこと④
北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

姉弟で卓球の
全国大会に出場!!
姉弟で卓球の
全国大会に出場!!

子どもと遊んだり、
部員・職員との   
交流が楽しみ   

留辺蘂地区・大富

●就農したきっかけ
　　短大を卒業後、親の助けになりたいと思い就農しました。

●営農について
　　畑野複合で営農しています。品目が多いので、畑を回して

　輪作体系を維持するように意識しています。

●最近のニュース
　　昨年９月に子どもが産まれ、４か月になりました。最近お

　もちゃ遊びをするようになり、一緒に遊ぶのが毎日の楽しみ

　です。

●青年部の思い出や魅力
　　部員や職員と交流できることが魅力です。昨年は本部、支

　部両方でスポーツ交流会があり、コロナ禍も落ち着いたため、

　職員や技能実習生とも交流することができました。結果も良

　好だったので、今年も優勝めざして頑張りたいです。

茂住　竜太さん（26歳）

りょうた
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～
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部　

ア
メ
リ
カ
農
業
視
察
研
修
～

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
は
11
月
18
日
～
25
日
の
８
日
間
の
行
程
で
ア
メ
リ
カ
視
察
研
修
を

行
い
、
部
員
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
視
察
先
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。

　

従
業
員
約
80
人
を
雇
い
、
80
種
類
以
上

の
野
菜
や
果
樹
の
作
付
け
、
家
畜
の
飼
養

を
行
う
家
族
経
営
の
農
場
で
す
。
農
業
実

習
生
の
受
け
入
れ
や
、
機
械
修
理
が
迅
速

に
行
え
る
よ
う
技
術
者
の
雇
用
も
行
っ
て

お
り
、
自
社
内
に
レ
ス
ト
ラ
ン
や
選
果
・

貯
蔵
施
設
も
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
営

で
は
消
費
者
が
農
家
と
契
約
し
、
農
作
物

の
定
期
購
入
を
行
う
「
Ｃ
Ｓ
Ａ
（
地
域
支

援
型
農
業
）
」
や
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
出
店
な
ど
消
費
者
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
お
り
、
付
加
価
値
の

高
い
作
物
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

作
物
の
生
産
に
お
い
て
は
カ
バ
ー
ク
ロ

ッ
プ
等
に
よ
る
土
づ
く
り
を
実
践
し
て
お

り
、
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
は
雨
季
の
土
壌
流

亡
や
暑
い
時
期
に
土
壌
が
高
温
に
な
る
の

を
防
ぎ
、
微
生
物
の
活
性
を
維
持
す
る
効

果
が
期
待
で
き
る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

助
成
金
を
資
金
と
し
て
持
続
可
能
な
農

業
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
機
関
で
す
。
研

究
事
例
と
し
て
、
路
地
い
ち
ご
栽
培
に
お

い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
マ
ル
チ
に
代
わ

る
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
を
用
い
た
栽
培
方
法

の
試
験
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
現
状
で

は
、
い
ち
ご
は
湿
っ
た
土
に
付
着
す
る
と

腐
り
や
す
い
た
め
、
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
で

は
な
か
な
か
良
い
結
果
は
得
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
作
物
に
よ
っ
て

は
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
を
用
い
た
場
合
、
使

用
し
な
い
で
栽
培
し
た
場
合
と
比
較
し
て

２
倍
の
収
量
に
な
っ
た
と
い
う
研
究
結
果

が
得
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
は
ロ
ー
ラ
ー
ク
リ
ン

パ
ー
と
い
う
機
械
で
倒
し
て
枯
ら
し
、
草

の
マ
ル
チ
と
し
て
土
壌
の
保
水
性
や
雑
草

抑
止
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
生
命

力
が
強
い
も
の
だ
と
根
か
ら
再
び
生
え
て

き
て
し
ま
っ
た
り
、
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
自

体
が
茂
っ
て
作
物
を
覆
い
、
生
育
を
阻
害

す
る
と
い
っ
た
課
題
も
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
す
で
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
大
豆
の
栽
培
で
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
を

用
い
た
栽
培
方
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
野
菜
等
で
も
同
様
に
で
き
な
い
か
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

②

③

④

　実施に当たり、ＪＡきたみらいをはじめ、関係機関皆様の多大なる
ご支援を賜り、アメリカ農業に触れる貴重な機会を与えて頂いたこと
に、深く感謝申し上げます。
　カリフォルニアの農業を視察し、オーガニック栽培や不耕起栽培、カ
バークロップなど気候変動に負けない土壌づくりや、市場のニーズに
合わせて積極的にチャレンジしている農家が多く、刺激を受けました。
また、海外という新鮮な環境の中で過ごすことで、普段とはひと味違
った仲間との交流も図ることができました。
　この研修で共に過ごした仲間を大切にし、研修で得た知識や経験を
様々な場面で生かし、きたみらい地域の農業の発展に寄与できるよう、
将来の担い手として日々努力して参ります。 団長　　昆野　将之

研修を終えて

①ファーマーズマーケットの商品を観察
②カートで移動しながら畑を見学（フルベリーファーム）
③カバークロップや作物の状態を確認（ロデール研究所）
④フィッシャーマンズワーフ　特大クリスマスツリー前にて

写真
説明

フ
ル
ベ
リ
ー
フ
ァ
ー
ム

ロ
デ
ー
ル
研
究
所

　
　
　
　（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
）

　

訓
子
府
町
種
子
馬
鈴
薯
耕
作
組
合
は
、

設
立
30
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
11
月
26
日
～
12
月
３
日
ま
で
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
視
察
は
今
後
、
全
道
的
に
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
る
種
馬
鈴
し
ょ
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
タ
ス
マ
ニ
ア

州
に
お
け
る
馬
鈴
し
ょ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
海
上
に
位
置
す
る

タ
ス
マ
ニ
ア
島
を
中
心
に
実
施
さ
れ
、
種
馬
鈴
し
ょ

は
標
高
が
３
０
０
ｍ
以
上
の
地
域
で
７
～
８
年
間
隔

で
輪
作
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
冷
涼
な
気

候
か
ら
病
害
虫
も
少
な
い
と
の
こ
と
で
、
ア
ブ
ラ
ム

シ
が
存
在
し
な
い
な
ど
生
態
系
も
北
海
道
と
は
大
き

く
違
う
こ
と
に
参
加
者
は
と
て
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
ス
マ
ニ
ア
に
５
社
あ
る
種
馬
鈴
し
ょ
管
理

会
社
の
う
ち
一
番
大
き
な
会
社
「
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ　

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
」
へ
の
訪
問
で
は
種
馬
鈴
し
ょ
の
プ
レ
カ

ッ
ト
（
事
前
切
断
）
処
理
の
紹
介
を
受
け
、
生
産
体

系
や
供
給
体
制
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
行
し
た
農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ス
コ
ッ
ト
・

ス
ミ
ス
氏
は
「
十
勝
に
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
規
模
も
天
候
も
厳
し
い
条
件
の
中
で
営
農
し
て
い

た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
今
度
は
訓
子
府
に
行

っ
て
み
た
い
」
と
話
し
、
来
日
し
た
際
の
焼
き
肉
の

約
束
を
し
て
帰
国
の
途
に
就
き
ま
し
た
。

▲タスマニアの馬鈴しょチームの皆さんとの集合写真

▲フラワーランタンづくりの様子

▲軽快なトークで盛り上げる米津氏

▲プレカットされた種馬鈴しょを見学（CHERRY HILL）

スコット氏▶

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
（
宮
下
美
由

紀
部
長
）
は
11
月
29
日
、
北
見
市
民
会
館

と
当
Ｊ
Ａ
セ
ン
タ
ー
事
務
所
に
て
部
員
交

流
研
修
会
を
開
催
。
組
織
間
で
の
交
流
を

目
的
に
参
加
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
フ
レ

ミ
ズ
会
員
４
人
を
加
え
、
91
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
研
修
会
は
平
成
18
年
か
ら
隔
年
で
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
９
回
目
。
開
会

に
あ
た
り
宮
下
部
長
は
「
数
年
に
渡
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
少

し
ず
つ
薄
れ
て
き
て
、
組
織
活
動
が
従
来

の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
参
加
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
た
く
さ
ん
楽
し
ん
で
交

流
し
て
、
有
意
義
な
１
日
と
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
挨
拶
し
、
来
賓
の
当
Ｊ
Ａ
齊
藤

和
雄
代
表
理

事
専
務
か
ら

日
頃
の
女
性

部
活
動
に
対

し
て
の
激
励

と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

午
前
の
部

で
は
ユ
ー
モ

ア
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
し
て
活

訓
子
府
町
種
子
馬
鈴
薯
耕
作
組
合

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
研
修

動
す
る
米
津
さ
ち
子
氏
が
「
笑
顔
が
増
え

る
ユ
ー
モ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

題
し
講
演
。
割
り
ば
し
を
使
っ
た
笑
顔
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
軽
快
な
ト
ー
ク
な
ど
で

会
場
を
盛
り
上
げ
、
笑
い
の
渦
に
巻
き
込

み
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
キ
ャ
ン
ド
ル
フ

ラ
ワ
ー
ラ
ン
タ
ン
づ
く
り
」
「
体
の
コ
リ

を
と
る
ヨ
ガ
講
座
」
「
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ

方
講
座
」
の
３
つ
の
研
修
会
を
開
催
。
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
興
味
の
あ
る
内
容
の
講

座
へ
参
加
し
、
更
な
る
部
員
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

開会挨拶する宮下部長▶

た
く
さ
ん
笑
っ
て
交
流
深
め

～
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部　

部
員
交
流
研
修
会
～
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　訓子府町馬鈴薯耕作組合特別栽培部会は、昨年
11月15日に東京都で開催された日本野菜ソムリエ
協会主催の「第１回全国ジャガイモ選手権」で入賞
しました。同部会は農薬、化学肥料を抑えて育て
ている男爵いも（特別栽培農産物）を出品し、バラ
ンスの良い食味が評価されました。「安全安心美
味しいジャガイモ」を目標に掲げ、訓子府町内23戸
の生産者で育てています。入賞した同部会の水留
部会長は「ジャガイモを品評していただく機会が
あまりなく、その中でも入賞という評価をいただ
き大変うれしく思います。美味しさをアピールで
きるきっかけになれば」と話してくれました。

▲「第1回全国ジャガイモ選手権」で入賞された水留部会長

「第1回全国ジャガイモ選手権」で入賞！

　ＪＡ北海道女性協議会は１月23日から24日の２日
間、札幌市でフレッシュミズ部会北海道交流集会
を開催し、フレッシュミズ作文コンクールの北海道
予選が行われました。北海道予選には道南、空知、
オホーツク管内からそれぞれ１人が選出され、フ
レッシュミズ活動に関する作文を発表しました。オ
ホーツク管内からは当ＪＡフレッシュミズの有馬
芳枝会長が参加。「フレミズへの感謝と、変わりゆ
く組織の形に思うこと」と題し、フレッシュミズで
の充実した活動を通して感じた気持ちなど実体験
を話し、優秀賞を受賞しました。

▲フレミズ作文を発表する有馬会長

～フレミズ部会北海道交流集会～

　

初
日
は
東
京
都
中
央
卸
売
市
場
・
大
田

市
場
を
視
察
。
40
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広

大
な
敷
地
の
周
辺
に
は
羽
田
空
港
や
Ｊ
Ｒ

貨
物
基
地
、
首
都
高
速
湾
岸
線
な
ど
が
通

り
、
物
流
の
拠
点
と
し
て
絶
好
の
環
境
下

の
中
、
特
に
青
果
部
と
花
き
部
で
日
本
一

の
取
扱
い
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

日
は
き
た
み
ら
い
産
玉
ね
ぎ
の
現
物
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
年
産
の
玉
ね
ぎ

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
東
京
農
業
大
学
の
世
田
谷
キ
ャ

①

②

③

④

三
組
織
合
同
視
察
研
修
を
実
施

青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
、
12
月
12
日
か
ら

14
日
の
3
日
間
、
三
組
織
合
同
視
察
研
修
を
東
京
都
な
ど
関
東
方
面
に
て
実
施
し
、

三
組
織
の
本
部
役
員
9
名
が
参
加
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ン
パ
ス
へ
移
動
。
例
年
、
北
見
市
役
所
を

通
じ
て
東
京
農
業
大
学
の
学
生
を
き
た
み

ら
い
の
生
産
者
が
受
け
入
れ
、
農
業
体
験

や
経
営
を
学
ぶ
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

本
研
修
で
訪
問
し
た
国
際
食
糧
情
報
学
部

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
は
令
和
５
年
に
新

た
に
設
立
さ
れ
た
学
科
で
、
人
工
知
能
を

農
業
に
生
か
せ
る
よ
う
な
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

２
日
目
は
味
の
素
冷
凍
食
品
株
式
会
社

埼
玉
工
場
へ
。
埼
玉
工
場
で
は
１
日
18
㌧

の
袋
製
品
と
１
日
13
㌧
の
ト
レ
ー
製
品
を

製
造
し
て
お
り
、
使
用
さ
れ
て
い
る
玉
ね

ぎ
の
半
分
は
道
産
で
、
道
産
の
９
割
以
上

は
き
た
み
ら
い
産
の
玉
ね
ぎ
で
す
。
工
場

内
を
見
学
す
る
と
、
衛
生
面
や
品
質
管
理

が
徹
底
さ
れ
、
多
く
の
ハ
ン
バ
ー
グ
製
品

を
効
率
よ
く
製
造
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を

間
近
で
確
認
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
国
立
科
学
博
物
館
を
見
学
。

日
本
で
最
も
歴
史
の
あ
る
国
立
の
総
合
科

学
博
物
館
内
は
、
日
本
館
と
地
球
館
の
２

フ
ロ
ア
に
分
か
れ
た
常
設
展
示
が
あ

り
ま
す
。
常
設
展
示
の
メ
イ
ン
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
あ
る
「
人
類
と
自
然
の
共

存
を
め
ざ
し
て
」
を
体
系
的
に
分
か

り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
展
示

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
人
類
の
知
恵

の
歴
史
や
地
球
環
境
の
変
動
、
生
命

の
絶
滅
や
進
化
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

３
日
目
は
気
象
庁
へ
。
観
測
デ
ー
タ

の
情
報
収
集
や
天
気
予
報
を
作
成
し
、

全
国
各
地
の
地
方
気
象
台
に
今
後
の
天

気
を
指
示
す
る
気
象
防
災
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
ル
ー
ム
と
地
震
や
火
山
を
監
視
し
、

精
密
な
解
析
や
震
源
を
特
定
す
る
地
震

火
山
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
を
見
学

し
ま
し
た
。

視察研修を終えて
本研修は青年部・女性部・フレッシュミズ本部役員の見聞を深めるだけでなく、

組織間交流として大きな役割を果たすものだと感じています。これを機により一層、
三組織の協力を深めて三組織事業を盛り上げたいと考えています。また、懇親の席
では各組織の在り方や問題点について話すことができ、有意義な時間となりました。
　３日間という短い期間ではありましたが、関係各所のご高配により快く研修を受
け入れ、本事業を実施していただいたことに感謝いたします。この視察研修では各
組織とのつながりが深くなり、組織活動においても有用な経験ができることから今
後もこのような研修の企画・実施の継続をよろしくお願い申し上げます。

団長　　大関　涼雅

①太田市場にてきたみらい産玉ねぎを手に取る参加者
②東京農業大学にて
③ハンバーグ製品工場の見学前
④気象庁見学の様子

写真説明

フレミズ作文で
　　　優秀賞を受賞

端
野
町
剣
道
連
盟
３
人
が
入
賞

～
第
27
回
全
道
農
民
交
流
剣
道
大
会
～

　

剣
道
を
愛
好
す
る
道
内
の
生
産
者
や
Ｊ

Ａ
な
ど
農
業
関
連
機
関
の
関
係
者
ら
が
集

い
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
う
と
と

も
に
親
交
を
深
め
る
「
第
27
回
ホ
ク
レ
ン

旗
争
奪
全
道
農
民
交
流
剣
道
大
会
」
が
昨

年
11
月
19
日
に
北
見
市
端
野
町
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
同
大
会
は
１
９
９
３
年
か
ら

毎
年
開
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
４
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
個
人
戦
６
部
門

と
３
人
１
組
の
団
体
戦
が
行
わ

れ
、
全
道
20
団
体
、
74
人
の
参

加
者
が
気
迫
の
こ
も
っ
た
好
試

合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
前
日

の
18
日
に
は
恒
例
と
な
っ
て
い

る
稽
古
会
と
農
業
情
報
交
換
会

が
開
か
れ
、
農
民
剣
士
ら
は
農

業
や
剣
道
に
つ
い
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

木
村
則
夫
大
会
長
（
端
野
町

剣
道
連
盟
会
長
）
は
「
４
年
ぶ

り
の
開
催
は
感
無
量
。
関
係
す

る
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
農

業
に
と
っ
て
厳
し
い
年
と
な
っ

た
が
、
親
睦
と
交
流
で
明
日
へ

の
英
気
を
養
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

端
野
町
剣
道
連
盟
か
ら
は
３
人
が
個
人

戦
で
入
賞
し
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。

▽
39
歳
以
下
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
嶺
　
　
　
将
　
太
さ
ん

▽
49
歳
以
下
の
部
　
３
位

　
　
　
　
　
　
　
水
　
口
　
靖
　
一
さ
ん

▽
60
歳
以
上
の
部
　
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
山
　
内
　
幹
　
司
さ
ん▲参加した端野町剣道連盟の皆さん
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農作業中の事故に備えませんか？～労災保険～
　例年、当ＪＡ管内では農作業事故が多発しており、特に機械等を使用する作業時に

は大きな事故につながります。組合員の方には安全作業の徹底を図ってもらうととも

に、万が一の際には負担を最小限に抑えるため、労災保険への加入をお勧めします。

　ＪＡきたみらい三組織（青年部・女性部・フ
レッシュミズ）は１月16日、ＪＡ常勤役員との意
見交換会を行いました。
　当日は三組織の本部三役と常勤役員など合わせ
て19人が参加し、地区事務所再編や参与制のあり
方、きたみらい加工品についてなど活発に意見交
換がなされ、最後に参加者で昼食をとりながら交
流し、有意義な意見交換会となりました。

　第14回「全国ＪＡ名称みらい冠名交流会議」
（通称＝ＪＡみらいサミット）が12月上旬の２日
間、鹿児島市で開催されました。４年振りの実開
催で「みらい（未来）」の付く全国の９ＪＡから、
役職員ら40人が参加しました。持続可能な経営基
盤と安定的な事業利益を確保するため、相互の取
り組み、課題などの共有を目的に開催しています。
ＪＡみらいサミット協定書と災害時における相互
支援に関する協定書が承認され、各ＪＡの代表者
が「自己改革実践サイクルの進歩状況」をテーマ
に討議を行いました。次年度は山梨県で開催予定
です。

▲９ＪＡみらい代表者集合写真（中央：大坪組合長） ▲意見交換会の様子

JA三組織 常勤役員と
活発な意見交換行う

第１４回ＪＡみらいサミット開催
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第12回 理事会報告
　１月26日、午前９時30分より第12回定例理事会が開催さ
れ、報告事項14件、決議事項21件が協議され、原案通り承
認されました。
　【報告事項】
①内部監査（経営統制・無通告・コンプラ倫理）報告につ
　いて
②組合員状況報告について
③財務状況報告について
④令和５年度クミカン精算状況について
⑤人事の発令について
⑥令和５年高温環境が作物に与えた影響・被害分析について
⑦令和５年度の対策農家収支実績報告について
⑧令和６年度オープンイノベーション研究・実用化推進事
　業参加申請について
⑨作物別栽培マニュアル及び職員向けバイブル完成報告に
　ついて
⑩令和４年産・５年産もち米の精算について
⑪令和４年産大豆の精算について
⑫生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑬令和６年度生産目標数量の設定について
⑭吉野英之氏の宇都宮賞受賞報告について
　【決議事項】
①令和６年度監査計画書（案）（内部監査）について
②出資減口について
③規程類の新設・改正について
④減損会計による減損額について
⑤令和６年度借入金の最高限度について
⑥令和６年度理事に対する資金の貸付（貯金・共済担保）
　について
⑦令和６年度信用供与等の限度額設定及び貸付金利率の最
　高限度について
⑧令和６年度１億円を超える信用の供与等の設定について
⑨令和６年度理事に対するクミカン貸越極度額の設定につ
　いて
⑩「経営者保証に関するガイドライン」にかかる当組合の
　取組方針（案）について
⑪組合員・利用者本位の業務運営に関する取組方針（案）
　について
⑫令和６年度不良債権処理方針（案）について
⑬期末手当の支給について
⑭令和７年度職員採用計画について
⑮目的積立金の取崩しについて
⑯融雪剤散布コントラ事業の拡張実施について
⑰土地改良事業における特別賦課金の新階層区分の設定に
　ついて
⑱令和６年度畜産振興対策事業について
⑲令和５年度秋期地区別懇談会Ｑ＆Ａについて
⑳令和６年度事業収支計画（案）について
　冬期地区別懇談会提出資料について

第11回 理事会報告
　12月22日、午前９時30分より第11回定例理事会が開催さ

れ、報告事項23件、決議事項６件が協議され、原案通り承

認されました。

　

【報告事項】

①食の安心・安全監査実施報告書について

②内部監査（営農・経営・販売・畜産部門）報告について

③合併20周年事業報告について

④組合員状況報告について

⑤財務状況報告について

⑥不祥事ゼロ運動における現金・棚卸資産管理の自主点検

　結果報告について

⑦理事に対する転貸リース取引に係る報告について

⑧マネー・ローンダリング及びテロ資金供与対策に関する

　アンケートについて

⑨人事の発令について

⑩令和５年度秋期地区別懇談会の実施報告について

⑪対策農家の収支見込と精算対応（予定）について

⑫ＪＡきたみらい局地的農地被害復旧事業の見込について

⑬令和５年７月11日～８月27日降雹・集中豪雨に係る災害

　対策実績について

⑭Ｒ５年各種補助事業（国費・道費）実績について

⑮Ｒ４年産でん原馬鈴しょの精算について

⑯Ｒ５年産玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について

⑰Ｒ４年・Ｒ５年産小麦の精算について

⑱Ｒ５年産もち米の精算について

⑲Ｒ５年産米麦乾燥調製料について

⑳玉ねぎ・馬鈴しょ各種共計費用の見通しについて

　ＪＡコンテナの収支状況について

　生乳生産状況及び個体取引価格状況について

　酪農家の新型コロナ・資材高騰による影響額について

　

【決議事項】

①出資減口について

②規程類の改正について

③令和６年度冬期地区別懇談会の日程（案）について

④第21回通常総代会の日程（案）について

⑤北海道報徳（善行賞）受賞候補者の推薦について

⑥令和６年度事業計画基本方針（案）について

 

Ｈ20.04　入組
Ｈ20.05　上常呂支所営農販売課営農販売係
Ｈ21.06　販売企画部組織振興南グループ
Ｈ24.05　購買部資材西エリア　主任
Ｈ27.02　購買部温根湯置戸資材店舗　主任
Ｈ28.04　購買部生産資材拠点店舗　主任
Ｒ02.04　販売企画部組織振興東グループ　主査
Ｒ03.04　購買部生産資材グループ　主査
Ｒ05.04　経営支援部技術開発グループ　主査
令和５年11月30日付　退職
■在職期間　15年８か月

（経営支援部技術開発グループ）
柴　田　　　基
しば 　　 た            はじめ

Ｒ03.04　入組
Ｒ03.04　営農振興部担い手グループ

令和５年12月31日付　退職

■在職期間　２年９か月

（営農振興部担い手グループ）
長　野　えれな
なが　　　の

Ｒ02.04　入組
Ｒ02.04　販売企画部組織振興南グループ

令和５年12月１日付　退職

■在職期間　３年８か月

（販売企画部組織振興南グループ）
井　谷　進太郎
い     たに    しん た ろう退職のお知らせ

　職員が退職しましたのでお知らせ致します。
在職中は、組合員皆様を始め、地域皆様の

ご厚情をいただき誠にありがとうございました。



1819

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの
「玉ねぎと牛すじのカレー」と「玉ねぎと鶏
もも肉の黒カレー」をプレゼント致します。

１月号クロスワードの当選者
　１月号のクロスワードの答えは「ハ、ツ、ヒ、ノ、デ」で

した。正解者33名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「オリジナル

商品詰め合わせセット」をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・花岡　英治さま（訓子府）・熊野　智文さま（上常呂）
・上原由紀子さま（訓子府）・杉山さち子さま（北　見）
・諸橋　陽子さま（訓子府）・永江美貴子さま（温根湯）

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

 

母
けましておめでとうございます。新年そうそう災
害に事故に幸先悪いですが、一歩一歩前向いてフ
ァイト～なのだ‼

あ
　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願い
いたします。
　新年から悪いニュースが重なりましたね…。特に地震につ
いては被害も大きく、衝撃の大きな出来事でした。ニュースを
見ていて日頃からの備えが大事だと実感しました。
　　　これからは良いことが立て続けに起きることを期待
　　　して、前向きに頑張っていきましょう！

（上常呂地区　熊野　智文さん）

　お母様の受診などお疲れ様でした。納得できる診断になり
まずは一安心ですね。
　地域包括支援センターは高齢者についての相談窓口として、
いろいろな困りごとに対応してくれる介護の心強い味方です。
勇気を出して相談できたこと、素晴らしいと思います！

の認知症を疑い、「もの忘れ外
来」を受診したが「年相応です」と言
われた。それでも納得できず、地域包

括支援センターに相談したところ、他の病
院と連絡を付けてくださり、アルツハイマーと
診断されました。センターに行くのは少し勇気がいりま
したが、社会福祉士の方も気さくで聞き上手です。介護
で不安な事がある方は相談に行く事をお薦めします。

（匿名希望さん）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和６年１月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,598人

5,655人

864戸

122,038百万円

13,361百万円

5,060百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

カキのみそ焼きカキの酒煎り

・早いもので、2024年もすでに１か月が過ぎましたね。今年は元日から「令
　和６年能登半島地震」と航空機事故が立て続けに発生し、安全・安心のあり
　がたみを感じました。これから徐々に作業が始まりますので、くれぐれも事
　故や怪我にはお気を付けください。被災された方々の一日でも早い復興をお
　祈り申し上げます。
・自宅の防災セットを確認したところ、賞味期限切れの食品と劣化した電池が
　出てきました。思えば３年程しまいっぱなしだったような…。皆様は備蓄品
　の見直しをお忘れなく。最低でも半年に１度はチェックが必要だそうですよ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （榎本　明莉）

❶カキはよく水洗いし汚れを落とし、水気を
切っておく。

❷小鍋に日本酒を沸かしアルコールを飛ばし、
ショウガ、塩、しょうゆ、カキを入れ、強
火で２分ほど煎（い）り煮する。

❸だし昆布に日本酒を振りかけ、ふやかして
から布巾でよく拭いておく。

❹ボウルに田舎みそ、みりんを入れ混ぜ合わ
せ、③のだし昆布に塗る。

❺みそを塗った昆布に酒で煎ったカキを並べ、
アルミホイルの上にのせ、オーブントース
ターで６分ほど焼き、みそを軽く焦がす。

❻焼き上がったら器に盛り付け、小口ネギと
七味唐辛子をかけ出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
………………………………200g

……………１枚（５×10cmほど）
………………………………大さじ２

…………………………………大さじ１
……………………………………適宜
…………………………………適宜

……………………………200ml+適宜
……………………………………小さじ1/2

……………………………小さじ1/2
………………２枚

カキむき身
だし昆布
田舎みそ
みりん
小口ネギ
七味唐辛子
日本酒
塩
しょうゆ
ショウガスライス（皮付き）

❶カキはよく水洗いし汚れを落とし、水気を

切っておく。

❷小鍋に日本酒を沸かしアルコールを飛ばし、

ショウガ、塩、しょうゆ、カキを入れ、強

火で２分ほど煎（い）り煮する。

❸器にカキを盛り付け小口ネギをのせ、七味

唐辛子を振り出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（２人分）◆
…………………200g（生食用）

……………………………………200ml

……………………………………小さじ1/2

……………………………小さじ1/2

………………２枚

……………………………………適宜

…………………………………適宜

カキむき身

日本酒

塩

しょうゆ

ショウガスライス（皮付き）

小口ネギ

七味唐辛子


